











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































₃₀₀ m・₇₀₀ m）」、「横体競泳（₁₀₀ m・₃₀₀ m）」、「潜水競泳（₅₀ m・₂₅ m）」、「₃₀₀ m
混合団体競泳」、「支重競技」、「游法採点競技」、「跳込法採点競技」、「水上打球」、
「日本游法各流演武」が行われている。…この大会では、地方予選が行われている。
〈游泳連盟〉からの委嘱で、観海流主管による伊勢地方予選会が行われた記録が残
っている。」（中森一郎「?日本游泳連盟?の組織と活動」『大谷大学研究年報』第₅₈
集、₂₀₀₆、pp. ₉₃?₉₄、元資料は、観海流家元家所蔵『昭和七年　水泳ニ関スル照復
書類』）
?）「大正二年日本体育会水泳部初等科卒業以上ノ組ム…錦江水友会ヲ開発セリ。…大
正七年会長ノ意志ニ依リ正則游泳術研究会ト改称セリ教程正則游泳術ノ小冊子ハ此
ノ頃黒田清光ノ著ハセルモノナリ。」（『系統游泳沿革及古式由来』昭和?年?月、パ
ンフレット状のものより）
?）『報告書』pp. ₈₁?₈₂参照
?）大正₁₃年黒田清光が発足させた会、「正則游泳協会設立さる　黒田清光氏発企…」
『鹿児島新聞』大正₁₃年?月₃₀日付（?面）、昭和?年?月に「正則游泳研究会」と
改称
72 日本泳法神統流の伝承と史的実相に関する調査研究
₁₀）『鹿児島朝日新聞』昭和?年（₁₉₃₂）?月₂₆日付「正則游泳講習と本社の水泳大会…
期末試験会並びに競泳大会を開催することになった…」（?面）に各種泳法の試泳と
競泳の実施が報じられています。同年?月₂₉日付「期末水上試演大会　妙技、快技
に酔う」（?面）の見出しの記事では、その結果が報告されていた
₁₁）昭和?年?月　系統游泳協会作成、B?判三枚程度（₁₈ cm×₆₈ cm）の横長の一枚
もの
₁₂）観海流家元家所蔵『昭和八年　水泳ニ関スル書類』中「第七回全日本游泳選士権大
会挙行声明書」より
₁₃）大正₁₃年₁₀月₃₁日?大日本水上競技連盟?創設、昭和?年?日本水上競技連盟?と
改称（日本水泳連盟編『水連四十年史』、₁₉₆₉、p. ₅₁・p. ₇₇）、現：日本水泳連盟
₁₄）詳しくは、中森一郎「?日本游泳連盟?の組織と活動」『大谷大学研究年報』第₅₈集、
₂₀₀₆参照
₁₅）観海流家元家所蔵『昭和五年　第九回極東選手権競技大会出場　日本游泳連盟ノ組
織並加盟　明治神宮鎮座十年記念日本武道形奉納会　記録』より
₁₆）観海流家元家所蔵『昭和八年　水泳ニ関スル書類』より
₁₇）₁₂）に同じ、大会要項が詳しく記載されている
₁₈）すべてハードカバーの表紙に製本化されている、書庫所蔵として閲覧可
₁₉）この冊子の内の?冊は「都之城市四方重雄氏蔵書中のものを昭和五十七年に（黒田
清光次男）清範が持ち帰ったものである。昭和十年当時およびその直後宗家（黒田
清光）が私用として使用していたもので注釈は宗家直筆のものである。」と清範によ
る複製（複写）簡易製本冊子表紙に貼り付けられた添書文にあり
₂₀）冊子表紙に「呈　宇田川五郎師」と墨筆があるもので、明らかに黒田清光と判断で
きる筆跡のもの、個人所有
₂₁）岩倉流、観海流、向井流、野島流、山ノ内流、小堀流、神伝流、水任流、水府流、水
府流太田派らに、新た加盟の神統流
₂₂）冊子表題の補記として「神統流道本、時代別相伝書、時代別訓儀、弁儀、解説、薩
藩旧伝書、歴代系譜位譜、神統流泳法図解と解説ほか」とあり
₂₃）昭和₃₁年（₁₉₅₆）?月以降に作成された冊子
₂₄）黒田清光より宇田川五郎に贈呈した上述註₂₀）の『梗概』の冊子内に挟み込まれて
いたもので、当時に作成されたことが推定できる資料
₂₅）同上₂₄）の『神宮プール　日本游泳演武に就て』（黒田清光作成、前出）では「藩制
73真宗総合研究所研究紀要　第₃₂号
により幕末石塚鄰士に至るまで代々家伝の極秘として継承す」とあり、『梗概』では
「然るに薩藩の水練は…神統流だけが家伝として継承されてゐたものであります。」
（p. ₃₇）とあり
₂₆）「サインペン」は、㈱ペンテルが名づけた固有名詞で、細く滲まない水性インクのマ
ーカーを昭和₃₈年（₁₉₆₃）にペンテルが開発し発売したのが最初であり、細字が書
けるようになった油性インク「ペンテルペン」は昭和₃₅年（₁₉₆₀）に同社より発売、
なお、水性インクのマーカーについては、佐藤清『ペンテル社史　円かなる英魂　
堀江幸夫一代記』（全通、₁₉₉₀、p. ₁₄₇）より、油性インクについては、「ペンテル株
式会社」のホームページ http:??www.pentel.co.jp?corporat?history?より
₂₇）黒田清光直筆でが宇多天皇から黒田清光に至る歴代当の系列を記し、母氏名、戒名、
享年、菩提寺などを墨書したと思われるもので、A?判程度に歴代一人毎に記述の
ある折本状態の過去帳的冊子、作成年次不詳
₂₈）?）に同じ

